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社会福祉課 児童福祉係

第２３回 議会報告会

ご意見（行政への要望）に対する執行部からの回答（その２）

　

　ご要望
ヨウボウ

のありました情報
ジョウホウ

の提供
テイキョウ

につきましては、出生数や子ども人口の動向を

含め必要なものを提供してまいります。

　また、市
シ

におきましては、平成３２年度から平成３６年度までを計画
ケイカク

期間
キカン

とす

る第２期子ども・子育て支援事業計画の策定を予定
ヨテイ

しております。この計画
ケイカク

の策
サク

定
テイ

に当
ア

たりましては、総合的な子育て支援
シエン

策
サク

について、子ども・子育て会議にお

いて議論してまいりたいと考
カンガ

えておりますので、ご協力
キョウリョク

をお願いいたします。

担当 民生部

　

　保育士の確保につきましては、現在
げんざい

、全国的に困難な状況となっており、当市

も同様
どうよう

に苦慮しているところであります。

　市におきましては、保育士の処遇改善単独事業として、保育士加配事業補助金

や障がい児保育補助金の交付
こうふ

を実施しており、平成２８年度には国
くに

のＩＣＴ化推

進事業を活用
かつよう

し、保育士の業務負担軽減を図るとともに、保育所等における事故

防止等の体制構築
こうちく

を図ってきたところであります。

　新発田市や新潟市におきましては、保育士の処遇改善事業として、運営費等の

補助を行っていることから、他市の状況を参考に、地域の実情も考慮しながら、

市
し

で取り組める事業について検討を行
おこな

ってまいりたいと考
かんが

えております。

　

担当 民生部 社会福祉課 児童福祉係

☎62-2510 （内線2150）

阿賀野市保育会件 名

☎62-2510

阿賀野市保育会

保育士の確保と処遇改善について

必要な情報の提供と子ども・子育て会議等での議
論について

件 名



③

④

人事係

担当 教育委員会　学校教育課

阿賀野市保育会

総務部

件 名 「校園長会議」への保育会の参加について 阿賀野市保育会

　この度、市議会と市保育会の意見交換会において、学校教育課へのご意見をい

ただきました。

　子どもたちのスムーズな小学校への引継ぎのため、また、小学校入学後の様子

を確認して今後の保育に役立てたいことから、校園長会等に市保育会としても参

加し、情報共有を図りたいとの内容であるとお聞きしております。

　小学校へのスムーズな引継ぎがなされ、また、学校での様子をフィードバック

することにより、こども園等においても園児への関わり方について検討すること

ができる等、大変良いご提案と考えております。

　小学校入学前の園児の様子、入学後の児童の様子を共有する場を設定する方向

で考えており、０歳から義務教育終了までの間を考慮した子どもたちの教育につ

いて、共に考える場としても有効であると認識しています。

　今後、校園長会の場が良いのか、新たな連絡会議等が良いのか、校園長会、市

保育会と協議してまいります。

☎62-2790

（内線2283）担当 ☎62-2510

　ご要望
ヨウボウ

のありました子
コ

ども課
カ

の設置
セッチ

につきましては、出産・育児・幼児教育か

ら義務教育まで一貫して対応できることから、市民の皆さまにとって分
ワ

かりやす

く利用しやすいものと認識
ニンシキ

しております。

　市
シ

におきましては、平成
ヘイセイ

３０年
ネン

４月
ガツ

に子育て支援の充実を図るため、「子育て

世代包括支援センター」を健康推進課内に設置し、妊娠期から子育て期にわたる

支援を一体的に提供できる体制を構築
コウチク

したところでございます。

　子
コ

ども課
カ

の設置
セッチ

につきましては、数年
スウネン

前
マエ

から検討
ケントウ

を進
スス

めているものの、前述
ゼンジュツ

の

メリットがある反面
ハンメン

、子どもの医療・福祉・教育等に関する全
スベ

ての行政
ギョウセイ

サービス

を１つの課
カ

で取り扱うため、かなり大きな組織となることから、その必要性
セイ

の是
ゼヒ

非について精査
セイサ

してまいりたいと考
カンガ

えております。

総務課

件 名 子ども課の設置について


